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場
の
存
続
の
た
め
に
活
用
で
き

る
取
り
組
み
を
推
進
せ
よ
。

市
長　
用
地
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
日
本
無
線
㈱
に
検
討
を
一

貫
し
て
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

国
や
都
の
補
助
の
活
用
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
い
る
。

議
員　
チ
ェ
ー
ン
店
等
の
商
店

会
加
入
が
進
ま
ず
、
商
店
会
の

負
担
が
大
き
い
。
条
例
を
改
正

し
、
加
入
促
進
や
事
業
協
力
要

請
の
た
め
の
工
夫
が
必
要
だ
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

同
意
見
だ
。
商
店
会
の
意
義
に

つ
い
て
理
解
を
求
め
、
チ
ェ
ー

ン
店
の
加
入
促
進
に
努
め
る
。

議
員　
市
民
の
購
買
力
が
低
下

し
て
い
る
中
、
購
買
力
を
で
き

る
だ
け
市
内
で
活
用
す
る
市
内

経
済
循
環
型
政
策
の
推
進
に
向

け
、
政
策
的
投
資
が
必
要
だ
。

市
長　
効
果
的
、
効
率
的
な
施

策
の
推
進
に
必
要
な
予
算
は
、

今
ま
で
同
様
計
上
に
努
め
る
。

ョ
ン
に
立
っ
て
検
証
す
る
た
め

の
公
共
施
設
白
書
を
作
成
す
る

予
定
は
な
い
の
か
。

市
長　

計
画
は
公
表
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

推
進
と
拡
充
を
図
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

議
員　
市
民
と
の
合
意
形
成
を

ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長　
市
政
窓
口
等
に
冊
子
を

置
く
な
ど
周
知
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
も
計
画
の
見
直
し
を

議
員　
市
内
の
老
舗
の
ス
ー
パ

ー
や
豆
腐
店
等
が
相
次
い
で
閉

店
し
た
。
商
工
業
と
も
収
益
の

減
少
と
仕
入
れ
額
高
騰
と
い
う

二
重
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
。

現
状
に
つ
い
て
認
識
を
伺
う
。

市
長　
円
安
の
恩
恵
が
市
内
の

中
小
事
業
者
に
も
行
き
渡
る
に

は
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る

状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　
観
光
振
興
に
関
す
る
資

源
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
商
業
振
興
に
は
み
た
か
都

市
観
光
協
会
や
三
鷹
の
森
ジ
ブ

リ
美
術
館
等
も
含
め
た
協
働
の

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

第
一
副
市
長　
現
在
、
三
鷹
の

土
産
品
を
作
る
な
ど
個
店
と
と

も
に
商
店
会
や
観
光
協
会
等
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

議
員　
日
本
無
線
㈱
三
鷹
製
作

所
の
土
地
は
工
場
用
地
と
し
て

守
る
べ
き
だ
。
一
部
を
市
内
工

議
員　
公
共
施
設
維
持
・
保
全

計
画
２
０
２
２
で
は
、
今
あ
る

施
設
を
大
切
に
使
う
こ
と
を
基

本
に
し
て
、
予
防
保
全
に
努
め

る
と
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
本

当
に
維
持
･
保
全
・
更
新
の
需

要
に
対
応
で
き
る
の
か
。

市
長　
約
半
数
の
施
設
が
築
30

年
を
超
え
て
お
り
、
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。
計
画
的
に

予
防
保
全
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員　
市
民
が
長
期
的
な
ビ
ジ

対
象
案
件
を
拡
大
す
る
な
ど
公

正
な
入
札
や
、
市
内
事
業
者
の

優
遇
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
は
公
共
工
事
の
設
計
労

務
単
価
が
平
均
15
・
１
％
の
大

幅
増
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
積

算
し
た
価
格
設
定
で
応
札
す
る

事
業
者
の
確
保
に
努
め
た
。

議
員　
入
札
予
定
価
格
に
国
の

労
務
単
価
を
積
算
す
る
な
ら
、

労
働
者
は
同
額
の
賃
金
を
受
け

取
る
べ
き
だ
。
実
態
を
調
査

し
、
問
題
が
あ
れ
ば
制
度
改
善

に
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
。

総
務
部
長　
事
業
者
か
ら
、
下

請
業
者
の
賃
金
の
正
確
な
把
握

は
困
難
だ
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

具
体
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
難
病
の
医
療
費
助
成
制

度
の
見
直
し
に
よ
り
、
今
ま
で

無
料
で
あ
っ
た
人
も
、
最
大
53

万
円
の
負
担
と
な
る
場
合
が
あ

る
と
い
う
。
①
市
民
へ
の
影
響

を
聞
く
②
実
態
を
把
握
し
市
独

自
の
制
度
で
支
援
す
べ
き
だ
。

市
長　
①
対
象
疾
患
が
拡
大
さ

れ
、
助
成
対
象
者
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
り
、
所
得
の
状
況
等

に
よ
り
自
己
負
担
額
が
増
減
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

②
国
が
し
っ
か
り
と
責
任
を
持

つ
べ
き
で
あ
り
、
直
接
の
支
援

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
就
労
支
援
等
側
面
的
な
支

援
に
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
高
次
脳
機

能
障
が
い
に
つ
い
て

に
は
否
定
的
だ
っ
た
。
法
律
と

の
関
係
、
対
象
業
務
範
囲
や
賃

金
水
準
の
設
定
な
ど
整
理
す
べ

き
点
が
多
く
、
労
働
環
境
等
は

国
が
一
定
の
基
準
で
整
備
す
べ

き
と
考
え
て
お
り
、
現
在
は
条

例
を
制
定
す
る
予
定
は
な
い
。

議
員　
市
民
が
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
市
内
の
公
共
工
事

の
現
場
労
働
者
の
賃
金
は
国
の

基
準
の
62
％
だ
と
い
う
。
ダ
ン

ピ
ン
グ
競
争
を
防
ぎ
、
事
業
者

が
入
札
時
に
適
正
価
格
で
競
争

で
き
る
環
境
を
作
り
、
質
の
高

い
公
共
工
事
を
実
施
し
、
そ
の

恩
恵
を
市
民
が
享
受
で
き
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

市
長　
最
低
制
限
価
格
制
度
の

議
員　
社
会
保
障
制
度
改
革
に

関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
は
、

根
拠
と
な
っ
て
い
る
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
で
公
費
の
投

入
を
抑
制
し
て
、
負
担
増
と
給

付
の
削
減
が
方
向
づ
け
ら
れ
、

そ
れ
を
追
認
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
憲
法
第
25

条
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
も
の

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

市
長　
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
の
実

施
に
は
、
別
途
関
連
法
の
改
正

が
必
要
で
あ
り
、
今
現
在
具
体

的
な
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て

い
な
い
。
迅
速
な
情
報
の
収
集

と
東
京
都
市
長
会
等
を
通
じ
て

自
治
体
の
声
を
届
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
介
護
保
険
制
度
に
お
い

て
は
、
要
支
援
１
、
２
の
認
定

者
が
保
険
給
付
か
ら
外
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。対
応
を
聞
く
。

市
長　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
次
年
度
策
定
予
定
の

市
長　
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
協
定
を
締
結
し
、
市
民
、
民

生
・
児
童
委
員
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
と
と
も
に
高
齢

入
居
者
の
安
否
確
認
や
情
報
交

換
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　
東
京
五
輪
に
向
け
て
、

小
学
校
で
英
語
教
育
の
強
化
に

取
り
組
む
考
え
が
示
さ
れ
た
。

「
お
も
て
な
し
」
の
心
と
小
学

校
の
英
語
教
育
の
強
化
と
の
関

係
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　
「
お
も
て
な
し
」
の

心
を
外
国
人
に
伝
え
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
部
分

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
若
者
が
不
適
切
な
行
為

を
撮
影
し
た
写
真
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
し
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
人
と
し
て
の
モ

ラ
ル
や
「
お
も
て
な
し
」
の
心

を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
日

本
社
会
共
通
の
課
題
だ
。
教
育

現
場
に
お
け
る
対
応
を
伺
う
。

教
育
長　
思
い
や
り
や
優
し
さ

等
の
人
間
性
に
あ
ふ
れ
た
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
よ
う
、
道
徳

教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
自
治
体
が

行
う
結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

公
正
な
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
る
。
同
条
例
の
検
討
状

況
と
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

市
長　
昨
年
度
、
市
内
事
業
者

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
が
、
事
務

上
の
課
題
が
挙
が
り
条
例
制
定

師
会
長
な
ど
が
参
加
し
、
現
場

の
情
報
共
有
を
深
め
て
い
る
。

議
員　
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

や
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
と
連
携
し
た
集
合
住
宅
の
高

齢
化
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

議
員　
三
鷹
駅
か
ら
来
訪
す
る

観
光
客
へ
の
「
お
も
て
な
し
」

は
、
み
た
か
都
市
観
光
協
会
が

請
け
負
っ
て
い
る
。
外
国
人
観

光
客
へ
の
対
応
は
、
三
鷹
国
際

交
流
協
会
も
協
力
し
て
は
ど
う

か
。
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

市
長　
現
在
は
、
外
国
語
対
応

の
音
声
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
い
る
。
今
後
、
国
際
交
流

協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め

た
外
国
人
向
け
観
光
ガ
イ
ド
の

養
成
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

議
員　
市
民
へ
の
「
お
も
て
な

し
」
は
、
市
役
所
や
市
政
窓
口

な
ど
に
お
け
る
全
職
員
の
接
遇

に
あ
る
と
考
え
る
。
接
遇
研
修

の
実
施
状
況
と
成
果
を
聞
く
。

市
長　
新
規
採
用
の
職
員
・
嘱

託
員
と
入
庁
４
年
次
職
員
に
研

修
を
実
施
し
て
い
る
。
市
民
満

足
度
調
査
で
96
％
超
の
市
民
か

ら
、
全
体
と
し
て
満
足
で
き
た

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

議
員　
公
共
事
業
を
通
し
て
地

域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、

公
契
約
条
例
を
制
定
し
、
発
注

者
の
市
と
受
注
者
の
事
業
者
が

協
働
で
、
適
正
な
労
働
条
件
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
で
き
る

ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

歩
く
と
健
康
が
増
進

し
、
医
療
費
が
抑
制
さ
れ
る
と

の
研
究
も
あ
る
。
バ
ス
路
線
や

道
路
の
整
備
、
楽
し
く
歩
け
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
市
民
の

「
歩
く
」を
後
押
し
す
べ
き
だ
。

市
長　
健
康
づ
く
り
も
歩
く
こ

と
も
自
己
管
理
の
一
環
だ
。
市

と
し
て
の
役
割
を
吟
味
し
な
が

ら
、
市
民
の
主
体
的
な
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
高
齢
化
率
の
ピ
ー
ク
と

な
る
時
期
は
苦
し
い
財
政
状
況

が
予
想
さ
れ
る
。
健
康
の
分
野

で
、
そ
の
時
期
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
く
か

認
識
を
伺
う
。

市
長　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に

至
る
ま
で
の
総
合
的
な
健
康
づ

く
り
の
責
任
が
私
に
は
あ
る
。

状
況
を
常
に
想
定
し
な
が
ら
健

康
長
寿
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
。

意
識
を
市
民
と
共
有
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
市
民
参
加

の
た
め
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長

介
護
予
防
、
認
知
症
対
策
、
健

康
づ
く
り
等
、
地
域
で
市
民
に

よ
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
こ
れ
ら
も
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
考
え
る
。

議
員　
在
宅
医
療
及
び
地
域
で

支
え
る
医
療
の
重
要
性
が
増
す

中
で
、
医
師
会
や
病
院
と
の
連

携
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
協
働
で
三
鷹
市
在
宅
ケ
ア

を
支
え
る
多
職
種
交
流
会
を
実

施
し
、
杏
林
大
学
の
高
齢
医
学

専
門
医
師
、医
師
会
長
、歯
科
医

議
員　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
に
な
り
、
要
介
護
認
定
者
数

と
介
護
・
医
療
費
の
急
増
が
予

測
さ
れ
る
「
２
０
２
５
年
問

題
」へ
の
基
本
的
認
識
を
伺
う
。

市
長　
介
護
保
険
料
額
と
市
の

負
担
額
の
上
昇
が
財
政
的
課
題

で
あ
り
、市
民
、介
護
事
業
者
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
事
業
計
画
の

策
定
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
高
齢
者
が
地
域
で
自
立

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
医

療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目

な
く
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、
高
齢
社
会
に
向
け
た
問
題

議
員　
遠
野
市
で
は
、
公
民
館

等
を
保
健
師
等
が
巡
回
し
て
、

簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
毎
週

行
う
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
の

維
持
・
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

三
鷹
市
に
お
い
て
も
、
地
区
公

会
堂
等
を
利
用
し
た
簡
易
健
康

診
断
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
地
区
公
会
堂
で
原
則
週

１
回
の
地
域
生
活
支
援
介
護
予

防
事
業
、
各
住
区
年
１
回
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
で
健
康
チ

２６・１・２６

民
主
党
　
岩
見
　
大
三
　
議
員

２
０
２
５
年
問
題
に
備
え

協
働
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を

民
主
党
　
石
原
　
恒
　
議
員

行
政
と
市
民
が
協
働
し

「
お
も
て
な
し
」
の
取
り
組
み
を

日
本
共
産
党
　
栗
原
　
健
治
　
議
員

労
働
者
に
適
正
賃
金
を
保
障
す
る

公
契
約
条
例
制
定
に
取
り
組
め

日
本
共
産
党
　
大
城
　
美
幸
　
議
員

社
会
保
障
制
度
改
革
が
及
ぼ
す

市
民
と
市
財
政
へ
の
影
響
を
問
う

日
本
共
産
党
　
岩
田
　
康
男
　
議
員

市
内
経
済
循
環
型
政
策
で

商
工
業
の
存
続
・
振
興
を

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
野
村
　
羊
子
　
議
員

公
共
施
設
の
更
新
、
維
持
保
全
の

合
意
形
成
の
あ
り
方
を
問
う

（
６
面
へ
続
く
）

楽しく歩けるイベント「太陽系ウォーク」


